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*2 IOBW 指数は、IOBW 領域（40 ﾟ E-100 ﾟ E、20 ﾟ N-20 ﾟ S）平均 SST の基準値との差（℃）。ここで IOBW の基準
値とは、IOBW 領域平均 SST の前年までの 30 年間の線形回帰直線を当該年に外挿した値。  
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から 2010 年までの 30 年平均値とし、偏
差は平年値からの差と定義する。 
 
3. 2019 年夏の大気循環場と日本の天候 
3.1 SST の状況 























 図 2 に、アジアモンスーンの活動度指
数（Summer Asian Monsoon OLR Index 
Activity; SAMOI-A; 気象庁 1997）とイ
ンド付近（70 ﾟ E-100 ﾟ E、10 ﾟ N-25 ﾟ N）
で領域平均したOLR偏差の時系列を示す。




























図 1 (a) 2019 年 6～8 月平均の SST 平年偏差と、(b) NINO.3 指数、(c) ENSO モドキ指数、
(d) IOBW 指数、(e) IOD 指数の時系列（2018 年 1 月～2019 年 10 月） 
NINO.3 指数は、NINO.3 領域（150 ﾟ W-90 ﾟ W、5 ﾟ S-5 ﾟ N）平均 SST の基準値との差（℃）。
ENSO モドキ指数は Ashok et al. (2007)に基づく。IOBW 指数は、IOBW 領域（40 ﾟ E-100 ﾟ E、
20 ﾟ N-20 ﾟ S）平均 SST の基準値との差（℃）。IOD 指数は、インド洋西部領域（50 ﾟ-70 ﾟ E, 
10 ﾟ N-10 ﾟ S）平均 SST の基準値との差から、インド洋東部領域（90 ﾟ E-110 ﾟ E, Eq-10 ﾟ S）
平均 SST の基準値との差を引いた値（℃）。ここで基準値とは、NINO.3 はその年の 30 年前か
ら前年までの 30 年間平均値、IOBW、IOD は各海域について前年までの 30 年間の線形回帰直




























図 2 (a) SAMOI-A、(b) インド付近の領域平均 OLR の時系列（2019 年 4～10 月） 
(a)の SAMOI-A は、OLR 偏差を(a)下図の緑枠の領域で平均し、年々変動の標準偏差で規格化
した後に符号を反転した値で、正（負）の値は夏季アジアモンスーンの対流活動が活発（不
活発）であることを示す。(b)の領域平均 OLR の平均領域は(b)下図の青枠の領域（70 ﾟ E-





























べて 20 日以上遅れ、1951 年以降で最も遅
かった。その後 7 月下旬には、梅雨前線
に対応する対流活発域や偏西風の北への



































図 3 日本付近の(a)200hPa における東西風、
(b)OLR の時間緯度断面図 















































領域（60 ﾟ E-100 ﾟ E、10 ﾟ N-30 ﾟ N）のみ
に実況の非断熱加熱を与えた線形傾圧モ
デル（LBM; Watanabe and Kimoto 2000）
による数値実験を行った。図 4b,d,e に、
6 月における 200hPa 及び 850hPa の流線























差パターンとの関連を調べた。図 5 に 6
月の OLR 偏差と、IOBW 指数に回帰させた
OLR の統計結果を示す。ここで統計期間は、
OLR データが連続して存在する 1979 年か






















図 4 6 月平均の対流圏上・下層における流線関数偏差及び OLR 偏差と、6 月平均場におい
てインド付近のみに実況の非断熱加熱を与えた線形傾圧モデルの応答 
(a) 6 月平均の 200hPa における流線関数偏差（106m2/s,PSI200）を実線で、200hPa における
波の活動度フラックス（Takaya and Nakamura 2001）をベクトルで、OLR 偏差（W/m2）を陰
影で示す。 (b) 6 月平均場においてインド付近（図 4(a)赤枠：60 ﾟ E -100 ﾟ E、10 ﾟ N -30 ﾟ
N）に非断熱加熱を与えた線形傾圧モデル（LBM）の PSI200 の応答を示す。(c) 実線、ベク
トルが各々850hPa における流線関数偏差（106m2/s,PSI850）、波の活動度フラックスである































































図 5 6 月平均の OLR 偏差及び PSI850 偏差と、6月において IOBW 指数に回帰させた OLR 及
び PSI850 
(a) 6 月の OLR 偏差（W/m2）。(b) 6 月において IOBW 指数に回帰させた OLR。（c）6月の PSI850
偏差（106m2/s）。(d) 6 月において IOBW 指数に回帰させた PSI850。図中の“H”、“L”マー
クは各々、高気圧性、低気圧性の循環を示す。(b,d)において、灰色領域は t検定で 90%以上
有意なことを示す。なお、統計期間は 1979 年から 2018 年の 40 年間である。 
 
ーンに伴う水蒸気の流入が弱い状況と対
























 クト（S2S; Vitart et al. 2017）から取
得した。アンサンブル数は 4、偏差は全て
のモデルでデータが利用可能な1999年か










6 月 10 日から 16 日の 7 日平均場の解析
及び予測結果を示す。予測は、図 6 が約 2

























































図 7 PSI200 及び降水の実況と各センターの予測（1週間前初期値） 
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